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物理数学講義 正誤表
第 1版 1刷 (2022年 2月 28日発行）
•は誤り訂正箇所，◦は正確に読みやすくするための追加・変更箇所を表す．

[第 1章]

• p.1, 式 (1.3)：i =
√
−1 7−→ i :=

√
−1

• p.4, 例 1.1: 「...表すことができる.」 の後に「図は演習問題参照. 」を
追加。
• p.5, 式 (1.26)：θ ∈ [−π, π] 7−→ θ ∈ (−π, π]

• p.6, 5行: 例 1.1 「図 1.3参照.」 の後に「詳細は演習問題参照. 」を追加。
• p.8，1行: 「1つ」→ 「2つ」
• p.12, 6行：「あるいは」の後に 「三角関数との関係から定義することもで
きる：」を追加。
◦ p.14, 10行，式 (1.74)の下：「指数関数 ezには “eの z乗 (e)z”という意味
はない」を太字にする。
◦ p.14, 13行，式 (1.75)の下：「zαは一般には “zの α乗”という意味は持た
ない」を太字にする。
◦ p.15, 2行: 式 (1.78)を網掛け。
◦ p.17, 最後の余白に追加：
注意 1.8 decは指数関数 exp(x)の x = 1のときの値で自然対数の底ま
たは Napier(ネイピア)の定数 (Napier constant)と呼ばれる。値としては
e = 2.71828 · · · で，超越数である。この eを底とする対数関数 loge xを自
然対数と呼び，lnx ≡ loge xと表す (ことが多い)。つまり y = ex のとき
x = loge y = ln yである。

[第 2章]

◦ p.22, 10行: 全複素平面　 7−→　全複素平面
◦ p.22, 11行: 後の章　 7−→　第 7章
◦ p.25, 2行: となる.　 7−→　となる.　例 2.7参照.

• p.31, 1行: を満たす.　 7−→　を満たす調和関数である.
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• p.34, 問題 2.4: （Laplace方程式 7−→ （つまり，Laplace方程式
• p.35, 問題 2.8: 曲線 Γ1,Γ2 7−→ 曲線を Γ1,Γ2

[第 3章]

• p.40, 下から 1,2,4,5行: z成分　 7−→　⊥（平面に垂直な成分）
• p.44, 4行: となる. 　 7−→　を満たす.

◦ p.45, 下から 10行: 任意な曲線についての積分　 7−→　
任意の曲線に沿う積分

• p.45, 下から 7行:

が定義できる. F (z)はD内で正則であって，F ′(z) = f(z)である。すなわ
ち，関数 f(z)は正則な関数 F (z)の導関数であるから，f(z)は正則である.

　 7−→　
が定義できる. 命題 3.3よりF (z)はD内で正則でありF ′(z) = f(z)である.

命題 2.4より関数 f(z)は正則な関数F (z)の導関数であるから正則である.

• p.46, 下から 1行: 右辺第 1項を評価すると　 7−→　
右辺第 1項を評価すると，C0は zにいくらでも近くとれるから

• p.47, 3行: となる. 右辺第 2項は 7−→ となる. したがって，右辺第 2項は
• p.54, 12行: f(z)がDで　 7−→　 f(z)がDで正則で　
• p.57, 3行，式 (3.79):

|f (n)(a)| ≤ n!
M

Rn
7−→ |f (n)(z)| ≤ n!

Rn
M ≡ n!

Rn
sup

z:|z−a|=R

|f(z)| (3.79)

• p.59, 下から 3行，問題 3.6:　削除
• p.59, 下から 2行，問題 3.7　 7−→　問題 3.6

• p.59, 下から 1行，問題 3.8　 7−→　問題 3.7

• p.59, 下の余白に追加：
注意　定理 3.5[Cauchyの積分公式]の最も簡単な証明法は，Cauchyの積分
定理より，正則領域Dの中では，Cは任意に変形できることから，Cを ζ = z

を正方向に回る半径 εの円Cε(z)に置き換えて，ε → 0の極限をとると，積
分に関して公式 (3.10)を用いることで，以下を得る：
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lim
ε→ 0

1

2πi

∮
Cε(z)

dζ
f(ζ)

ζ − z
= f(z) lim

ε→ 0

1

2πi

∮
Cε(z)

dζ
1

ζ − z
= f(z).

[第 4章]

• p.63, 下から 3行: 関数列 {fn(z)} 7−→ 関数列 {fn(z)}，fn(z) = zn

• p.63, 下から 2行，式 (4.4):

fn(z) = 1 + z + . . .+ zn 7−→ Sn(z) = 1 + z + . . .+ zn (4.4)

• p.64, 3行，式 (4.6):

fn(z) =
1− zn+1

1− z
7−→ Sn(z) =

1− zn+1

1− z
(4.6)

• p.64, 5行，式 (4.7):

|fn(z)− f(z)| = ... 7−→ |Sn(z)− f(z)| = ... (4.7)

• p.64, 下から 9行: (convergence circle)　 7−→　 (convergence circle) CR

• p.67, 2行: 収束円　 7−→　収束円CR

• p.67, 下から 7行: 式 (4.20)の上に以下をを挿入する：
定理 4.9 2),3)の意味することは，ベキ級数

• p.67, 下余白に以下を追加：
である. 命題 4.9 4)を確認するのは容易である.

• p.69, 5行: 定理 4.4　 7−→　定理 4.9

• p.74, 下から 6行: よって f(ζ)を　 7−→　よって命題 4.9より f(ζ)を

[第 5章]

• p.80, 4行：について学ぶ　 7−→
について学ぶ. 特に，留数定理が重要である.

• p.81, 下から 10行に追加：
特に，2位の極を二重極 (double pole)という.

• p.84, 3行:
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留数定理によって，積分の計算は留数を求めることに帰着した.　 7−→　
留数定理によって，有理型関数の積分の計算はその留数の計算に帰着した.

• p.89, 下から 6,5行: 原点を中心に Laurent展開すると 　 7−→　
無限遠点のまわりに Laurent展開すると，以下を得る：

• p.91, 下から 1行: Riemann球面で考えるとよくわかる. 　 7−→　
Riemann球面で考えるとよくわかる.　 7,7節を参照せよ.

• p.92, 下から 1行: 読者に任せる.　 7−→　読者に任せる.　演習問題参照.

• p.97, 下から 3行，問題 5.7: 命題 5.3を証明せよ.　 7−→　
命題 5.3（無限遠点の留数）を証明せよ.

[第 6章]

• p.99, 下から 7行，注意 6.1: 単位円周上に　 7−→　積分路（単位円周）上に
• p.107, 3行: となる. したがって　 7−→　となり無視できる. したがって
• p.108, 下から 8,6行，式 (6.51),(6.52): ε

m (1− e−T ) 7−→ ε
m (1− e−mT )

• p.108,下から 3行，式 (6.53): e−mT (R+S)ε　 7−→　 e−mT (R+S)ε → 0

• p.109, 8行，式 (6.56):
∣∣∣∣i ∫ dθ eimzzf(z)

∣∣∣∣ 　 7−→　
∣∣∣∣i ∫ π

0 dθ eimzzf(z)

∣∣∣∣
[第 7章]

• p.128, 1行: それぞれ一致する. したがって，　 7−→　
それぞれ一致する. したがって，一致の定理より，

• p.129, 2行: CをRe z > 0にある任意の閉曲線として， 7−→　
CをRe z > 0内の任意の閉曲線とすると，C内で tz−1が正則なことから

• p.129, 5行: より，Moreraの定理からΓ(z)はRe z > 0で正則である. 7−→
となる. したがって，Moreraの定理から Γ(z)はRe z > 0で正則である.

[第 8章]

無し。

[第 9章]

• p.156, 下から 2行: である必要十分 　 7−→　であるための必要十分
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• p.162, 下から 6行: (9.29a)より　 7−→ (9.29a)より p0 = 0 = q0から
• p.165, 8行: とおいて，代入すると，7−→ とおいて，(9.49)に代入すると，
• p.165, 11行: となることから，v(z)の満たすべき方程式を求めると， 7−→
　となることから，v(z)の満たすべき方程式は v(z)の微分だけを含み，
• p.168, 8行: 代数学の基本定理という 　 7−→　
代数学の基本定理（命題 3.11，定理 5.10）という

[第 10章]

• p.176, 9行: 命題 10.2 　 7−→　命題 10.2（Fuchsの定理） 　
• p.176, 下から 6行：
が存在する. （整数ベキの部分に負のベキがないことに注意.）　 7−→　
が存在する. これを Fuchs（フックス）の定理 (Fuchs theorem)と呼ぶ.

（整数ベキの部分に負のベキがないことに注意.）
（ページ内に納まらないときは最後の括弧付きの 1行を削除）
• p.178, 7行：p位 (0 ≤ p ≤ 1)の極，Q(z)が q位 (0 ≤ q ≤ 2)　 7−→　
p位 (p = 0, 1)の極，Q(z)が q位 (q = 0, 1, 2)

• p.180, 下から 7行:（1行上に移動して）
1) f0(λ+ 1) = 0のときは，c1は決まらない.　 7−→　
1) f0(λ+ ℓ) = 0のときは cℓ (ℓ ≥ 1)は決まらない. Re(λ1 − λ2) ≥ 0なら

ば f0(λ1 + ℓ) = ℓ(ℓ+ λ1 − λ2) 6= 0となるため cℓ(λ1)(ℓ ≥ 1)は決まる.

• p.182, 下から 2行，式 (10.43)：...
∑∞

n=0 4(λ+ n)(λ+ n+ 1)cnz
λ+n... 　

7−→　
...

∑∞
n=0 4(λ+ n)(λ+ n− 1)cnz

λ+n... 　
• p.185, 5行，式 (10.57)：

[(λ− λ2)c1(λ)]|λ=λ1
/c0 = 0 7−→ [(λ− λ2)c1(λ)]|λ=λ2

/c0 = 0 (10.57)

• p.185, 下の余白に以下を追加：
d) p = 0, q = 2の場合は第 13章：例 13.4, 式 (13.27) (p.233)である.

e) p = 0, q = 1の場合は第 11章：例 11.1, 式 (11.33) (p.196)である.

• p.186, 下から 2行：関係式を　 7−→ 関係式 (9.14)を
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[第 11章]

無し。

[第 12章]

• p.203, 9,10行：ここで，p1(z)は ... ある.　 7−→　
ここで，命題 12.1より，p1(z)は ... あり，

• p.203, 下から 3行：特性方程式は，　 7−→　特性方程式は，（演習問題参照）
• p.203, 下から 2行：

λ2
k + (Ak − 1)λk +Bk = 0 7−→ λ2 + (Ak − 1)λ+Bk = 0 (12.13)

• p.204, 5行：で与えられる. 　 7−→　で与えられる.（演習問題参照）
• p.204, 下から 4行：も要求されることがわかる. 　 7−→　
も要求されることがわかる.（演習問題参照）

• p.204, 9行：正則であるためには，　 7−→　
正則であるためには，C1 = 0に加えて，

• p.209, 6行：と求まるが c 6= 0　 7−→　と求まるが，cが整数で c 6= 0

• p.211, 10行，式 (12.52)：(a+ 1− b)(b+ 1− c)v = 0　 7−→　
(a+ 1− c)(b+ 1− c)v = 0

• p.215, 下から 7行：超幾何関数で表される　 7−→　超幾何級数で表される
• p.215, 下から 4行：次の関係式がある. 　 7−→　
次の関係式がある. （演習問題参照）

• p.225, 10行：F (z, t) =
∑∞

n=0 fn(z, t)t
n　 7−→　F (z, t) =

∑∞
n=0 fn(z)t

n

[第 13章]

• p.229，章表題：
常微分方程式の級数解法
(合流型超幾何微分方程式）　 7−→　
常微分方程式
(Kummerの合流型超幾何微分方程式）

• p.230, 下から 3行：λ = λ2 = 0　 7−→　 λ1 = λ2 = 0

• p.240, 下から 5行：γ = −Γ′(1)　 7−→　
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γ = −Γ′(1) = 0.57721 · · ·（岩波公式 III, p.13,255参照）
• p.241, 下から 5行，式 (13.69)：H

(1)
ν , H

(2)
ν 　 7−→　H

(1)
ν (z), H

(2)
ν (z)

• p.242, 下から 8行：である 1).　 7−→
である 1). このような漸近形は積分表示式（第 14章）を用いて導ける.

• p.247, 下から 8行：有限次数で切れるので　 7−→
有限次数 nで切れ，n次の多項式になるので

[第 14章]

• p.272, 下から 8行，式 (14.90)：F (a − c + 1, b − c + 1, z − c; z) 　 7−→
F (a− c+ 1, b− c+ 1, 2− c; z)

• p.273, 下の余白，問題追加：
問題14.7 Gaussの超幾何関数の積分表示式を用いて解析接続を行い，(14.73)

の関係式を導け.

[第 15章]

無し。

[索引]

• p.295, 下から 15行，代数学の基本定理：58 7−→ 58, 95


